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共同募金歳末たすけあい
　　　　　　　　●

工場のみなさんの善意

671，930円

60，073円

40，334円

11，000円

〉戸別募金　（1，178戸）

〉職域募金　（6件）

〉学校募金　（8件）

〉その他個人募金　（2件

◎歳末たすけあい　　　　　　200，000円

　この20万円の中には、毎年この募金に協

力して下さる松之山撚糸工場の従業員の皆

さんからいただいた、37，230円が含まれて

おります。

　毎年協力してくださる皆さん、善意あり

がとうございました。

戸籍の窓
おめでた（出窪）

の二女（水梨）

の長男（新山）

雄
子
秋
子

　
　
　
　
り

秀
美
照
ゆ

　　　はるか相澤　悠

　　かずてる
小野塚和輝

お《摯ゐ（死亡）

樋口吉次さん　77歳　12月4日（湯山〉

佐藤カツさん　66歳　12月17日（天水越

高橋リエさん　81歳　12月18日（天水島

早川春吉さん　87歳　12月25日（北浦田

※12月1日から25日までの届け出分です

年中組（4歳）

ゾイドの仲問のカメ恐竜
あいざわけんくん

おぐちあけみさん

騨懲劇
お母さんがサンタさんから写真

をとってもらっているところ

スキーにのるところ
やまぎしゆきおくん

こ
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み
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・
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・
す
み
の
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浦
田
豪
雪
塾
（
1
8
日
ま
で
）

　
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
．

　
久
し
ぶ
り
に
雪
の
少
な
い
正
月

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
親
し
ま
れ
る
広
報
を
め
ざ
し
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
良
い
一
年
で
あ
る
事

を
祈
り
ま
す
．
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2月1日現在　口総人口4，244人（＋2）□男2，069人（一2）□女2，i75人（＋4）［コ世帯数1，240戸（＋2）

（）内は1月1日との比較
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ど
う
せ
降
る
雪
な
ら

一
緒
に
遊
ん
じ
ゃ
え
。

4
¢
、

1月i7日、東京から
バスでやって来た塾

生。

地元の人達のあたた

かい拍手で迎えられ

た。

榊
・

死
　
　
・
ぺ

》
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
￥
レ
、

亀
、
日
本
－
”
ガ
γ
，

獣

手
作
り
イ
ベ
ン
ト
大
成
功
！
越
後
松
之
山
「
豪
雪
塾
」

　
最
近
県
内
の
あ
ち
こ
ち
の
町
や

村
で
、
雨
，
を
利
用
し
て
の
「
弔
，
お

ろ
し
体
験
ツ
ァ
ー
」
や
「
雪
」
フ

エ
ズ
テ
バ
ル
L
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど

う
せ
降
る
雪
な
ら
“
説
い
て
ば
か

り
い
な
い
で
、
そ
れ
を
利
用
し
て

楽
し
ん
だ
り
、
ち
ょ
っ
と
お
金
儲

け
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
動
き
が

漉
ん
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　
当
町
で
も
、
浦
田
地
区
の
有
志

が
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
、

企
画
し
実
行
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
「
越
後
松
之
山
豪
索
，
熟
」

で
す
．

　
豪
雪
を
智
な
い
入
達
に
、
雪

国
の
生
活
の
厳
し
さ
や
楽
し
み
を
、

地
域
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
体
験

　
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
何
か
を

　
つ
か
ん
で
ほ
し
い
と
の
狙
い
か
ら

　
出
た
こ
の
企
画
、
名
前
も
さ
る
こ

　
と
な
が
ら
内
容
の
豊
か
さ
と
ユ
ニ

　
；
ク
さ
で
、
マ
ス
コ
ミ
が
ど
っ
と

の
中
か
ら
佐
伯
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
入
講
式
の
後
は
全
員
が
外
に
山

て
”
地
球
の
カ
ケ
ラ
取
り
日
本
7

何
だ
そ
れ
？
要
は
、
ス
コ
ッ
プ
で

雪
を
掘
り
、
早
く
土
を
出
し
て
出

た
土
を
一
握
り
持
っ
て
ゴ
ー
ル
ま

で
走
る
と
い
う
、
壷
，
囚
な
ら
で
は

の
ゲ
ー
ム
で
す
．

　
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
、

雪
に
足
を
と
ら
れ
る
人
が
続
出
。

で
も
、
入
賞
す
れ
ば
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
賞
品
が
出
る
と
あ
っ
て
皆
さ
ん

必
死
で
し
た
．

　
今
度
は
場
所
を
北
浦
田
に
移
し

て
ど
ん
ど
焼
き
。
大
き
な
歳
の
神

に
火
が
入
れ
ら
れ
る
と
、
寒
さ
も

押
し
か
け
る
ほ
ど
の
反
響
を
呼
び

ま
し
た
．

　
関
東
を
中
心
に
参
加
者
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
六
卜
名
の
人
が
応

募
し
て
来
ま
し
た
。

　
一
月
ト
し
日
午
後
二
時
に
、
地

元
で
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
観
光
バ
ス

と
新
幹
線
を
利
用
し
て
米
た
塾
生

が
、
メ
イ
ン
会
場
の
浦
田
小
学
校

に
到
着
。
地
元
の
人
達
と
テ
レ
ビ

カ
メ
ラ
の
熱
い
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
．
　
小
学
校
の
校
門
に
は
大
き
な
雪

ダ
ル
マ
、
そ
の
奥
に
は
大
き
な
カ

　
マ
ク
ラ
の
ス
ナ
ッ
ク
が
作
っ
て
あ

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
牽
，
が
少
な

く
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
休
む
問
も
な
く
人
講
式
。

地
疋
の
人
達
で
作
っ
た
ア
ー
チ
の

　
中
を
通
っ
て
会
場
へ
。
塾
長
の
久

　
保
…
達
也
君
が
方
言
豊
か
に
歓
迎

　
の
あ
い
さ
つ
。
　
（
女
性
の
通
訳
付

　
　
、
名
誉
塾
長
の
任
命
、
参
加
者

忘
れ
て
火
に
見
人
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
初
め
て
な
ん
で
し
よ
う
ね
。

　
再
び
会
場
を
体
育
館
に
移
し
て

の
歓
迎
重
箱
パ
ー
テ
i
．
地
元
参

加
者
が
持
ち
寄
っ
た
重
箱
が
ず
ら

り
と
並
び
、
ま
さ
に
、
地
区
を
あ

げ
て
の
歓
迎
ぶ
り
で
し
た
．
そ
の

他
に
婦
人
層
が
頑
張
っ
て
“
け
ん

ち
ん
汁
”
“
の
っ
。
へ
”
“
あ
ん
ぼ
”

”
廿
酒
”
な
ど
が
川
意
さ
れ
、
参

加
者
は
…
舎
の
味
を
満
喫
で
き
た

事
で
し
ょ
う
。

　
夜
七
時
頃
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
民

泊
先
へ
と
解
散
で
す
．

　
次
の
日
は
朝
か
ら
雪
が
降
り
、

雪
園
ム
ー
ド
た
っ
ぷ
り
。
や
ぶ
こ

ざ
き
大
会
が
崩
来
な
く
て
ソ
リ
レ

〈
重
箱
パ
ー
テ
ー
で
話
も
は
ず
む

作ったオニキリ何と500個

の久保田達也看

あ遠いと二ろから

てくれたっけのお～」

■■■ロ働噸ゆ翌属・

人間アーチの中を通って会場へ

　「良く采たね」「よろしく！」

ー
ス
．
も
ち
つ
き
大
会
と
お
別
れ

パ
ー
テ
㌧
時
問
の
た
つ
の
が
早

過
ぎ
る
く
ら
い
で
す
．

　
午
後
二
時
、
盛
ん
に
降
る
雪
の

中
を
、
地
区
の
人
達
に
見
送
ら
れ

な
が
ら
松
之
山
を
後
に
し
た
塾
生

達
。
地
区
を
あ
げ
て
の
歓
迎
ぶ
り

に
参
加
者
全
貝
が
大
変
喜
こ
ん
で

い
ま
し
た
．
今
で
も
、
お
礼
の
手

紙
や
品
物
が
送
ら
れ
て
来
る
そ
う

で
す
．
　
「
豪
乎
，
塾
」
を
開
い
た
浦

田
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
こ
苫
労

様
で
し
た
．

　
ま
た
新
し
い
企
画
が
あ
る
と
聞

き
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
よ
し
／
私
も
挑
戦
、
も
っ
と
腰
を
入
れ
て

地球のカケラ取りとソリレースの入賞者にはコシヒカリが！

匁

聖

裏
方
さ
ん
ゴ
ク
ロ
ウ
サ
ン

〈
　
　
　

”
口
に
△
口
う
か
ね
や
～
”

　
　
　
　
　
楓

貯
静
晦
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”

　
　
　
　
　
楓

貯
静
晦
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（5）まつのやま

まつのやま（4）

メインテーマとシンボルカラー

募
集

し
ま

　
来
年
、
昭
和
六
十
三
年
は
、
松

之
山
村
か
ら
松
之
山
町
に
変
わ
っ

て
三
十
年
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
制
施
行
三
十
周
年

の
記
念
す
、
べ
き
年
に
あ
た
り
、
色

々
な
記
念
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
、
こ
れ
か
ら
企
画
・
立
案
し
て

行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
三
十
周
年
の
基
、

本
と
な
る
存
メ
イ
ン
テ
ー
マ
”
と

”
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
i
”
を
、
広
く

町
民
の
皆
さ
ん
よ
り
募
集
し
ま
す

の
で
、
独
創
性
の
あ
る
、
松
之
山

の
イ
メ
ー
、
シ
に
ピ
ッ
タ
リ
く
る
よ

う
な
作
品
を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

▽
応
募
要
領

◎
メ
イ
ン
テ
ー
マ

（
例
）
安
塚
町
で
は
「
愛
・
あ
う
・

　
安
塚
」
が
使
、
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
字
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
あ
ま
り
、
長
く
な
い
も
の
を
。

◎
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

　
　
松
之
山
を
色
に
た
と
え
た
ら

　
何
色
？
原
色
だ
っ
た
ら
赤
と
か
、

　
黒
と
か
書
い
て
下
さ
い
。
も
し
、

　
中
間
色
で
し
た
ら
何
か
に
た
と

　
え
て
下
さ
い
。
（
例
）
若
葉
の
緑
、

～
す

　
何
々
花
の
ピ
ン
ク
色
な
ど
。
で

　
き
れ
ば
色
の
見
本
を
つ
け
て
下

　
さ
い
。

◎
用
紙
の
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
の

　
で
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
・
シ
ン
ボ

　
ル
カ
ラ
ー
の
両
方
、
又
は
片
方

　
の
み
お
書
き
の
う
え
、
三
月
末

　
日
ま
で
に
郵
｝
．
込
か
、
直
接
役
場

　
に
持
参
下
さ
い
。

◎
応
募
〆
切
　
昭
和
六
十
二
年
三

　
　
月
三
十
一
日
。

◎
宛
先
　
松
之
山
町
役
場
総
務
課

　
　
財
政
係
ま
、
で
。

　
尚
、
採
用
さ
れ
た
作
品
に
は
薄

謝
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
部
落

名
・
番
地
・
氏
名
を
必
ら
ず
書
い

て
応
募
し
て
下
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、

役
場
財
政
係
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

どんなのが

いいカ、しら

●4　 雪1

争

簡
易
保
険

　
　
公
共
施
設
整
備
に
役
立
つ

　
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
積
立
金

　
の
力
を
借
り
て
、
町
の
い
ろ
い
ろ

　な

施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
六
十
｝
年
度
の
各
事
業
別
借
入

額
は
、
・
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▽
松
之
山
小
学
校
新
築
事
業

　
　
　
　
　
四
千
二
百
五
卜
万
円

▽
．
五
十
子
平
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
建
設
事
業
　
　
六
百
九
十
万
円

▽
鏡
ケ
池
整
備
事
薬

　
　
　
　
　
　
一
壬
百
三
十
万
円

▽
消
防
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
三
百
七
卜
万
円

▽
湯
本
兎
口
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
万
円

▽
松
口
松
之
山
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
万
円

，
▽
大
荒
戸
松
代
線
舗
装
事
薬

　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
ア
ロ
ニ
十
｝
刀
旧
口

▽
崩
田
田
麦
立
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
．
五
百
四
十
万
円

▽
坪
野
赤
倉
線
改
良
慕
業

　
　
　
　
　
7
r
．
五
、
自
．
壷
．
＋
万
円

▽
上
川
手
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
壬
九
＋
万
円

▽
北
浦
田
ス
キ
ー
揚
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
九
百
五
十
万
円

▽
三
省
校
大
荒
戸
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
七
百
＋
万
円

▽
西
沢
牛
ケ
畠
沖
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
『
千
九
百
五
十
万
円

▽
県
営
農
免
農
道
布
川
地
区
負
担

　
金
　
　
　
　
一
下
百
六
十
万
円

▽
除
雪
ド
ー
ザ
ー
購
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
六
百
．
五
十
万
円

▽
松
代
松
之
山
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
三
百
．
五
＋
万
円

　
以
上
干
六
の
事
業
の
合
計
借
入

金
額
は
、
　
｝
億
六
千
八
．
白
三
卜
万

円
に
の
ぼ
り
、
同
年
度
起
債
総
額

の
六
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
加
入
者
の
共
同

財
産
で
あ
る
積
立
金
は
、
地
方
自

治
体
に
融
資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は

　
　
　
　
　
　
　
　
正
し
く
お
早
め
に

　
昭
和
六
十
一
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
六

日
（
十
五
日
が
日
曜
の
た
め
）
で

す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
の
窓
口
、
相
談
所
が
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ

け
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
人
〉

一
、
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不

　
動
産
収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地

　
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、

　
昭
和
六
十
一
年
中
の
所
得
金
額

　
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・
配

　
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
な
ど
の

　
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

　
と
き
ロ

ニ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の

　
年
収
が
一
．
五
〇
〇
万
円
を
超
え

　
る
場
合
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
二
〇
万
円
を
超
え
る
場
合
な

ど
。

〈
白
色
申
告
者
も
、
収
支

　
内
訳
書
の
添
付
を
〉

　
嘉
業
所
得
等
（
事
業
所
得
・
不

動
産
所
得
・
山
林
所
得
）
を
生
ず

べ
き
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
、

（
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合

を
除
く
）
は
、
昭
和
六
十
『
年
分

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き

に
、
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の

内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
書
を

添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
昭
和
五
十
九
年
分
か
昭

和
六
十
年
分
の
事
業
所
得
等
の
所

を
正
し
く
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
納
税
は
期
限
内
に
〉

　
確
定
巾
告
に
よ
る
所
得
税
の
納

期
限
は
、
中
告
期
限
と
同
じ
三
月

十
六
日
ま
で
で
す
。
期
限
内
に
納

税
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
振
替
納
税
を
利

用
し
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た

預
貯
金
口
座
の
残
高
確
認
や
納
税

額
に
見
A
H
う
預
貯
金
の
準
備
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

難
灘
議

し
ま
す
が
　
こ
の
よ
う
な
方
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
方

で
も
記
帳
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
記
帳
を
基
と
し
て
収
支
内
訳
書

、
叢
。

　
め
ノ
〆
・
．
．

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
申
告
忘
れ
ず
に

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
税
金
の

控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
・
自
営
業
な
ど
の
人
は
、

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
卜
。
κ
日
ま

で
の
問
に
行
う
所
得
税
の
確
定
巾

告
の
と
き
、
申
告
書
の
「
祉
会
保

険
料
控
除
」
欄
に
昨
年
｝
年
闘
に

納
め
た
保
険
料
の
総
額
（
追
納
保

険
料
・
未
納
保
険
料
も
含
む
）
を

記
人
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
金
額

が
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
、
所
得

こ
リ
ヨ
　
　
じ
　
　
じ

杉
カ
カ
カ
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
〔
六
十
『
年
の
保
険
料
額
〕

①
｛
疋
額
の
人
の
保
険
料
　
一
年
分

　
　
　
八
四
、
一
二
〇
円

②
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

　
　
　
八
八
、
几
二
〇
円

　
な
お
、
前
納
保
険
料
・
追
納
保

険
料
・
未
納
保
険
料
な
ど
の
保
険

料
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
、
役
場

年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

糸内税木目言炎

のおしらせ

▽
日
時

　
二
月
十
八
日
（
水
）
か
ら

　
二
月
二
十
四
日
（
火
）
ま
で

　
（
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
）

▽
場
所

松
之
山
町
役
場

※
税
務
署
・
役
場
か
ら
案
内
通
知

　
で
指
定
さ
れ
た
日
時
に
お
い
で

下
さ
い
．

※
今
回
の
相
談
は
、
確
定
申
告
者

だ
け
で
す
．

　
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相

　
談
と
受
理
は
二
月
二
十
六
日
か

　
ら
三
月
十
日
ま
で
の
間
に
、
各

　
部
落
で
行
い
ま
す
。
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松
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に
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っ
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三
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年
目
の
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に
当
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ま
す
。

　
町
で
は
、
町
制
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行
三
十
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年

の
記
念
す
、
べ
き
年
に
あ
た
り
、
色

々
な
記
念
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
、
こ
れ
か
ら
企
画
・
立
案
し
て

行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
三
十
周
年
の
基
、

本
と
な
る
存
メ
イ
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テ
ー
マ
”
と

”
シ
ン
ボ
ル
カ
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i
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を
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く

町
民
の
皆
さ
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ま
す

の
で
、
独
創
性
の
あ
る
、
松
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山

の
イ
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、
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に
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リ
く
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よ
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な
作
品
を
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え
て
み
て
下
さ
い
。

▽
応
募
要
領

◎
メ
イ
ン
テ
ー
マ

（
例
）
安
塚
町
で
は
「
愛
・
あ
う
・

　
安
塚
」
が
使
、
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
字
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
あ
ま
り
、
長
く
な
い
も
の
を
。

◎
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

　
　
松
之
山
を
色
に
た
と
え
た
ら

　
何
色
？
原
色
だ
っ
た
ら
赤
と
か
、

　
黒
と
か
書
い
て
下
さ
い
。
も
し
、

　
中
間
色
で
し
た
ら
何
か
に
た
と

　
え
て
下
さ
い
。
（
例
）
若
葉
の
緑
、

～
す

　
何
々
花
の
ピ
ン
ク
色
な
ど
。
で

　
き
れ
ば
色
の
見
本
を
つ
け
て
下

　
さ
い
。

◎
用
紙
の
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
の

　
で
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
・
シ
ン
ボ

　
ル
カ
ラ
ー
の
両
方
、
又
は
片
方

　
の
み
お
書
き
の
う
え
、
三
月
末

　
日
ま
で
に
郵
｝
．
込
か
、
直
接
役
場

　
に
持
参
下
さ
い
。

◎
応
募
〆
切
　
昭
和
六
十
二
年
三

　
　
月
三
十
一
日
。

◎
宛
先
　
松
之
山
町
役
場
総
務
課

　
　
財
政
係
ま
、
で
。

　
尚
、
採
用
さ
れ
た
作
品
に
は
薄

謝
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
部
落

名
・
番
地
・
氏
名
を
必
ら
ず
書
い

て
応
募
し
て
下
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、

役
場
財
政
係
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

どんなのが

いいカ、しら
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年
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積
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、
町
の
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ろ
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施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
六
十
｝
年
度
の
各
事
業
別
借
入

額
は
、
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次
の
と
お
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と
な
っ
て
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ま
す
。

▽
松
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業

　
　
　
　
　
四
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事
業
　
　
六
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円

▽
鏡
ケ
池
整
備
事
薬
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壬
百
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十
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円

▽
消
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施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
三
百
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卜
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円

▽
湯
本
兎
口
線
改
良
事
業
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百
万
円

▽
松
口
松
之
山
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
万
円

，
▽
大
荒
戸
松
代
線
舗
装
事
薬

　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
ア
ロ
ニ
十
｝
刀
旧
口

▽
崩
田
田
麦
立
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
．
五
百
四
十
万
円

▽
坪
野
赤
倉
線
改
良
慕
業

　
　
　
　
　
7
r
．
五
、
自
．
壷
．
＋
万
円

▽
上
川
手
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
一
壬
九
＋
万
円

▽
北
浦
田
ス
キ
ー
揚
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
九
百
五
十
万
円

▽
三
省
校
大
荒
戸
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
七
百
＋
万
円

▽
西
沢
牛
ケ
畠
沖
線
改
良
事
業

　
　
　
　
　
『
千
九
百
五
十
万
円

▽
県
営
農
免
農
道
布
川
地
区
負
担

　
金
　
　
　
　
一
下
百
六
十
万
円

▽
除
雪
ド
ー
ザ
ー
購
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
六
百
．
五
十
万
円

▽
松
代
松
之
山
線
舗
装
事
業

　
　
　
　
　
　
　
三
百
．
五
＋
万
円

　
以
上
干
六
の
事
業
の
合
計
借
入

金
額
は
、
　
｝
億
六
千
八
．
白
三
卜
万

円
に
の
ぼ
り
、
同
年
度
起
債
総
額

の
六
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
加
入
者
の
共
同

財
産
で
あ
る
積
立
金
は
、
地
方
自

治
体
に
融
資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は

　
　
　
　
　
　
　
　
正
し
く
お
早
め
に

　
昭
和
六
十
一
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
六

日
（
十
五
日
が
日
曜
の
た
め
）
で

す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
の
窓
口
、
相
談
所
が
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ

け
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
人
〉

一
、
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不

　
動
産
収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地

　
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、

　
昭
和
六
十
一
年
中
の
所
得
金
額

　
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・
配

　
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
な
ど
の

　
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

　
と
き
ロ

ニ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の

　
年
収
が
一
．
五
〇
〇
万
円
を
超
え

　
る
場
合
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
二
〇
万
円
を
超
え
る
場
合
な

ど
。

〈
白
色
申
告
者
も
、
収
支

　
内
訳
書
の
添
付
を
〉

　
嘉
業
所
得
等
（
事
業
所
得
・
不

動
産
所
得
・
山
林
所
得
）
を
生
ず

べ
き
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
、

（
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合

を
除
く
）
は
、
昭
和
六
十
『
年
分

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き

に
、
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の

内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
書
を

添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
昭
和
五
十
九
年
分
か
昭

和
六
十
年
分
の
事
業
所
得
等
の
所

を
正
し
く
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
納
税
は
期
限
内
に
〉

　
確
定
巾
告
に
よ
る
所
得
税
の
納

期
限
は
、
中
告
期
限
と
同
じ
三
月

十
六
日
ま
で
で
す
。
期
限
内
に
納

税
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
振
替
納
税
を
利

用
し
て
い
る
方
は
、
指
定
さ
れ
た

預
貯
金
口
座
の
残
高
確
認
や
納
税

額
に
見
A
H
う
預
貯
金
の
準
備
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

難
灘
議

し
ま
す
が
　
こ
の
よ
う
な
方
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
方

で
も
記
帳
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
記
帳
を
基
と
し
て
収
支
内
訳
書

、
叢
。

　
め
ノ
〆
・
．
．

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
申
告
忘
れ
ず
に

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
税
金
の

控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
・
自
営
業
な
ど
の
人
は
、

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
卜
。
κ
日
ま

で
の
問
に
行
う
所
得
税
の
確
定
巾

告
の
と
き
、
申
告
書
の
「
祉
会
保

険
料
控
除
」
欄
に
昨
年
｝
年
闘
に

納
め
た
保
険
料
の
総
額
（
追
納
保

険
料
・
未
納
保
険
料
も
含
む
）
を

記
人
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
金
額

が
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
、
所
得

こ
リ
ヨ
　
　
じ
　
　
じ

杉
カ
カ
カ
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
〔
六
十
『
年
の
保
険
料
額
〕

①
｛
疋
額
の
人
の
保
険
料
　
一
年
分

　
　
　
八
四
、
一
二
〇
円

②
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

　
　
　
八
八
、
几
二
〇
円

　
な
お
、
前
納
保
険
料
・
追
納
保

険
料
・
未
納
保
険
料
な
ど
の
保
険

料
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
、
役
場

年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

糸内税木目言炎

のおしらせ

▽
日
時

　
二
月
十
八
日
（
水
）
か
ら

　
二
月
二
十
四
日
（
火
）
ま
で

　
（
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
）

▽
場
所

松
之
山
町
役
場

※
税
務
署
・
役
場
か
ら
案
内
通
知

　
で
指
定
さ
れ
た
日
時
に
お
い
で

下
さ
い
．

※
今
回
の
相
談
は
、
確
定
申
告
者

だ
け
で
す
．

　
住
民
税
（
町
・
県
民
税
）
の
相

　
談
と
受
理
は
二
月
二
十
六
日
か

　
ら
三
月
十
日
ま
で
の
間
に
、
各

　
部
落
で
行
い
ま
す
。
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集募
一

東
山
尽
葛
飾

上
越
学
生
寮
入
寮
生

　
上
越
地
域
に
本
籍
が
あ
り
、
新

制
大
学
で
学
生
寮
よ
り
通
学
可
能

の
学
校
に
入
学
見
込
み
、
又
は
在

学
し
て
い
る
男
子
学
生
を
対
象
に
、

二
〇
名
前
後
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
住
所
　
〒
二
一
五

　
葛
飾
区
金
町
一
丁
目
二
三
番
一

　
〇
号
費
六
〇
〇
ー
六
四
八
一

．
▽
入
寮
費
　
一
五
、
O
O
O
円

　
毎
月
の
寮
費
　
二
七
、
五
〇
〇
円

　
　
（
二
食
賄
付
で
す
）

▽
選
考
日
時
・
場
所

　
三
月
十
日
（
火
）
午
後
一
時
よ

　
り
、
面
接
に
て
選
考
。

　
上
越
市
　
県
立
高
田
高
等
学
校
。

▽
採
用
人
員
　
二
〇
名
前
後
。

　
　
（
た
だ
し
、
男
子
に
限
る
）

▽
提
出
書
類

　
入
寮
願
書
・
履
歴
書
、
身
上
書

　
（
写
真
一
枚
貼
付
）
・
健
康
診

　
断
書
（
医
師
の
発
行
し
た
も
の
）

　
返
信
封
筒
一
枚
（
自
分
の
宛
名

　
を
記
入
し
切
手
を
貼
付
）
以
上

　
の
書
類
を
三
月
七
日
ま
で
に
、

　
上
越
寮
ま
で
送
付
又
は
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
．

▽
A
・
格
通
知

　
一
週
間
以
内
に
本
人
に
通
知
。

▽
手
数
料
　
一
、
O
O
O
円

　
（
当
日
持
参
の
こ
と
）

※
入
寮
願
書
及
び
履
歴
書
・
身
上

　
書
は
寮
の
方
へ
直
接
請
求
下
さ

　
い
。

高木医院
カ§

院休

　
津
南
町
鹿
渡
の
高
木
医
院
で
は
、

院
長
が
一
月
急
死
し
た
た
め
、
当

分
の
間
、
診
療
を
休
む
事
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
ぜ
し
ま
す
。

　
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
．

ゼ
ら
ノ

〆ξ）
お
7っ1ケ

NHK学園

ρ
●を習学で座講信通

輸

　
　
　
谷

　　鞠　＼轡亙継 　
N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

講
座
の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校

－
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
講
座

　
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

　
通
信
講
座
で
、
三
十
二
講
座
あ

　
り
ま
す
。

　
書
道
・
硬
筆
・
絵
画
・
油
絵
・

　
俳
句
・
短
歌
・
囲
碁
な
ど
三
十

　
一
一
講
座
．

○
申
込
受
付
　
二
月
十
五
日
～
四

　
月
十
五
日
ま
で
。

▽
高
等
学
校
　
普
通
課
コ
ー
ス

　
　
　
　
（
通
信
教
育
）

　
四
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が

　
取
得
で
き
ま
す
。

o
申
込
受
付
　
三
月
一
日
～
四
月

　
十
五
日
ま
で
。

▽
高
等
学
校
　
教
養
コ
ー
ス

　
　
　
　
（
通
信
教
育
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε
．
竃
3
齢

潅
伽
威
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
κ

　
国
語
・
英
語
な
ど
二
十
一
科
目

を
学
習
し
ま
す
．

○
申
込
受
付
　
三
月
一
日
～
四
月

　
三
十
日
ま
で
。

◎
詳
し
い
案
内
書
を
隔
、
〕
希
望
の
方

　
は
、
近
く
の
N
H
K
ま
た
は
、

　
〒
一
八
六
　
東
京
都
国
立
市
富

　
士
見
台
二
ー
三
六

　
N
H
K
学
園
八
E
十
一
係
に
講

　
座
名
お
よ
び
あ
な
た
の
郵
便
番

　
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

　
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
請
求
下

　
さ
い
。
電
話
に
よ
る
受
け
付
け

　
も
し
て
い
ま
す
。

　
T
E
L
O
四
二
五
ー
七
一
ー
三

　
一
五
一
で
す
。
（
無
料
）

　
　
尚
、
役
場
に
も
資
料
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、
版
、
一
希
望
の
方
は
議

　
会
事
務
局
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

／
ー／

／
－
以
，

ゑ
ー
の

7
で
，
，
．

塊
一
島
、
、

　
－
ん
修
場

／碗～
諺脇宏
　ピ醒1

昭
和
六
十
二
年
度
生
徒
募
集

県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
通
信
制

　
働
き
な
が
ら
、
主
と
し
て
、
自

宅
で
学
習
す
る
通
信
教
育
に
よ
っ

て
、
あ
な
た
も
高
等
学
校
卒
業
の

学
力
と
、
資
格
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
入
学
資
格

　
　
中
学
校
卒
業
（
見
込
）
ま
た

　
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格

　
を
有
す
る
人
。
性
別
。
年
齢
制

限
な
し
．

▽
コ
ー
ス

　
①
卒
業
コ
ー
ス
（
卒
業
資
格
を

　
　
取
得
し
た
い
人
）

　
②
科
目
別
コ
ー
ス
（
実
力
と
教

　
　
養
の
た
め
の
勉
強
し
た
い
人
）

▽
募
集
学
科
　
普
通
課

▽
願
書
受
付
期
間

　
二
月
二
十
一
日
～
四
月
1
日
ま

で
（
必
清
）

▽
授
業
料

　
無
料
　
　
　
（
た
だ
し
、
生
徒
会

　
費
等
で
年
問
四
千
円
要
）

　
卒
業
コ
ー
ス
は
教
科
潜
も
無
償

▽
奨
学
金

　
奨
学
金
・
修
学
奨
励
金
の
貸
伊

　
罰
隻
な
ど
あ
り
、

※
入
学
案
内
お
よ
．
び
人
学
願
井
は
、

　
．
返
．
信
用
封
筒
（
ヒ
O
円
切
手
を

　
は
り
宛
名
を
明
記
）
を
同
封
し

　
て
次
の
所
へ
請
求
下
さ
い
。

　
一
丁
几
四
三

　
上
越
市
南
城
町
三
丁
目
三
ー
八

　
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
通
．
信
制

道水
こ
ん
な
と
き
は
届
出
を
！

　
必
ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

、
。
’

し
▽
家
を
新
築
し
た
と
き
。

▽
引
越
し
を
す
る
と
き
。

▽
．
長
い
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と

　いままでは、110番にかけますと安塚警察署に

つながりましたが、これからは県警本部の通信指

令室で受け付けます。
　通信指令室では最新の機械（コンピューター）

を使い、熟練した係が皆さんからの110番を受理

し、無線で指令し近くのパトカーや、警察官を現

場に急行させますので、事件・事故のスピード解

決につながります。

欝噺

奪

　
　
　
　
　
　
　
長

◎非常の場合は
　　　　　　110番を活用して下さい。

0110番通報は、派出所・駐在所に届けるよりも全

　県下への手配が早くなり、事件・事故のスヒ。一

　ド解決につながります。
◎110番のかけかたは簡単です。（いままでと変わ

　りません。）

注意　今度は県へ直接かかるため、屋号を言って

　も通じませんので、部落名・世帯主の名前など

　で通報を。

　
き
　

▽
家
を
取
り
こ
わ
し
て
、
水
道
を

　
発
止
す
る
と
き
。

▽
水
道
の
所
有
者
、
使
用
者
が
変

　
わ
る
と
き
．

早
目
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
！

▽
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
圧
力
が
下

　
が
っ
た
と
き
。

▽
予
告
な
く
断
水
し
た
と
き
。

▽
冬
場
、
何
日
間
も
家
を
留
守
に

　
す
る
と
き
．

　
　
（
寒
い
期
間
、
家
を
留
守
に
す

る
と
き
は
、
近
所
や
親
類
の
人
に

凍
結
・
漏
水
の
点
検
を
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
）

漏
水
を
見
つ
け
た
ら
！
．

　
道
路
に
埋
め
て
あ
る
水
道
管
は
、

重
量
車
輔
の
通
行
や
地
盤
沈
下
な

ど
に
よ
り
漏
水
す
る
こ
と
が
あ
り

　ま

す
。
大
切
な
水
を
ム
ダ
に
す
る

　
ば
か
り
で
な
く
、
大
き
な
事
故
を

　
越
こ
す
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

　
ん
．

　
，
漏
水
を
発
見
し
た
ら
、
水
道
係

　
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

、

σ）まつのやま

あなたの110番は

2月18日から直接県警本部

通信指令室につながります

＼
警緊本部

．塵

新潟県警察本部

安塚警察署
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集募
一

東
山
尽
葛
飾

上
越
学
生
寮
入
寮
生

　
上
越
地
域
に
本
籍
が
あ
り
、
新

制
大
学
で
学
生
寮
よ
り
通
学
可
能

の
学
校
に
入
学
見
込
み
、
又
は
在

学
し
て
い
る
男
子
学
生
を
対
象
に
、

二
〇
名
前
後
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
住
所
　
〒
二
一
五

　
葛
飾
区
金
町
一
丁
目
二
三
番
一

　
〇
号
費
六
〇
〇
ー
六
四
八
一

．
▽
入
寮
費
　
一
五
、
O
O
O
円

　
毎
月
の
寮
費
　
二
七
、
五
〇
〇
円

　
　
（
二
食
賄
付
で
す
）

▽
選
考
日
時
・
場
所

　
三
月
十
日
（
火
）
午
後
一
時
よ

　
り
、
面
接
に
て
選
考
。

　
上
越
市
　
県
立
高
田
高
等
学
校
。

▽
採
用
人
員
　
二
〇
名
前
後
。

　
　
（
た
だ
し
、
男
子
に
限
る
）

▽
提
出
書
類

　
入
寮
願
書
・
履
歴
書
、
身
上
書

　
（
写
真
一
枚
貼
付
）
・
健
康
診

　
断
書
（
医
師
の
発
行
し
た
も
の
）

　
返
信
封
筒
一
枚
（
自
分
の
宛
名

　
を
記
入
し
切
手
を
貼
付
）
以
上

　
の
書
類
を
三
月
七
日
ま
で
に
、

　
上
越
寮
ま
で
送
付
又
は
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
．

▽
A
・
格
通
知

　
一
週
間
以
内
に
本
人
に
通
知
。

▽
手
数
料
　
一
、
O
O
O
円

　
（
当
日
持
参
の
こ
と
）

※
入
寮
願
書
及
び
履
歴
書
・
身
上

　
書
は
寮
の
方
へ
直
接
請
求
下
さ

　
い
。

高木医院
カ§

院休

　
津
南
町
鹿
渡
の
高
木
医
院
で
は
、

院
長
が
一
月
急
死
し
た
た
め
、
当

分
の
間
、
診
療
を
休
む
事
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
ぜ
し
ま
す
。

　
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
．

ゼ
ら
ノ

〆ξ）
お
7っ1ケ

NHK学園

ρ
●を習学で座講信通

輸

　
　
　
谷

　　鞠　＼轡亙継 　
N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習

講
座
の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校

－
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
生
涯
学
習
講
座

　
教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の

　
通
信
講
座
で
、
三
十
二
講
座
あ

　
り
ま
す
。

　
書
道
・
硬
筆
・
絵
画
・
油
絵
・

　
俳
句
・
短
歌
・
囲
碁
な
ど
三
十

　
一
一
講
座
．

○
申
込
受
付
　
二
月
十
五
日
～
四

　
月
十
五
日
ま
で
。

▽
高
等
学
校
　
普
通
課
コ
ー
ス

　
　
　
　
（
通
信
教
育
）

　
四
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が

　
取
得
で
き
ま
す
。

o
申
込
受
付
　
三
月
一
日
～
四
月

　
十
五
日
ま
で
。

▽
高
等
学
校
　
教
養
コ
ー
ス

　
　
　
　
（
通
信
教
育
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε
．
竃
3
齢

潅
伽
威
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
κ

　
国
語
・
英
語
な
ど
二
十
一
科
目

を
学
習
し
ま
す
．

○
申
込
受
付
　
三
月
一
日
～
四
月

　
三
十
日
ま
で
。

◎
詳
し
い
案
内
書
を
隔
、
〕
希
望
の
方

　
は
、
近
く
の
N
H
K
ま
た
は
、

　
〒
一
八
六
　
東
京
都
国
立
市
富

　
士
見
台
二
ー
三
六

　
N
H
K
学
園
八
E
十
一
係
に
講

　
座
名
お
よ
び
あ
な
た
の
郵
便
番

　
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
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号

　
を
ハ
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下
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い
。
電
話
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付
け
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す
。

　
T
E
L
O
四
二
五
ー
七
一
ー
三

　
一
五
一
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す
。
（
無
料
）

　
　
尚
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あ
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で
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議
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／
ー／

／
－
以
，

ゑ
ー
の

7
で
，
，
．

塊
一
島
、
、

　
－
ん
修
場

／碗～
諺脇宏
　ピ醒1

昭
和
六
十
二
年
度
生
徒
募
集

県
立
高
田
南
城
高
等
学
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習
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得
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。
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齢
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①
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②
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潜
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．
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O
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。

　
一
丁
几
四
三

　
上
越
市
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城
町
三
丁
目
三
ー
八

　
県
立
高
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南
城
高
等
学
校
通
．
信
制

道水
こ
ん
な
と
き
は
届
出
を
！

　
必
ず
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

、
。
’

し
▽
家
を
新
築
し
た
と
き
。

▽
引
越
し
を
す
る
と
き
。

▽
．
長
い
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と

　いままでは、110番にかけますと安塚警察署に

つながりましたが、これからは県警本部の通信指

令室で受け付けます。
　通信指令室では最新の機械（コンピューター）

を使い、熟練した係が皆さんからの110番を受理

し、無線で指令し近くのパトカーや、警察官を現

場に急行させますので、事件・事故のスピード解

決につながります。

欝噺

奪

　
　
　
　
　
　
　
長

◎非常の場合は
　　　　　　110番を活用して下さい。

0110番通報は、派出所・駐在所に届けるよりも全

　県下への手配が早くなり、事件・事故のスヒ。一

　ド解決につながります。
◎110番のかけかたは簡単です。（いままでと変わ

　りません。）

注意　今度は県へ直接かかるため、屋号を言って

　も通じませんので、部落名・世帯主の名前など

　で通報を。

　
き
　

▽
家
を
取
り
こ
わ
し
て
、
水
道
を

　
発
止
す
る
と
き
。

▽
水
道
の
所
有
者
、
使
用
者
が
変

　
わ
る
と
き
．

早
目
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
！

▽
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
圧
力
が
下

　
が
っ
た
と
き
。

▽
予
告
な
く
断
水
し
た
と
き
。

▽
冬
場
、
何
日
間
も
家
を
留
守
に

　
す
る
と
き
．

　
　
（
寒
い
期
間
、
家
を
留
守
に
す

る
と
き
は
、
近
所
や
親
類
の
人
に

凍
結
・
漏
水
の
点
検
を
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。
）

漏
水
を
見
つ
け
た
ら
！
．

　
道
路
に
埋
め
て
あ
る
水
道
管
は
、

重
量
車
輔
の
通
行
や
地
盤
沈
下
な

ど
に
よ
り
漏
水
す
る
こ
と
が
あ
り

　ま

す
。
大
切
な
水
を
ム
ダ
に
す
る

　
ば
か
り
で
な
く
、
大
き
な
事
故
を

　
越
こ
す
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

　
ん
．

　
，
漏
水
を
発
見
し
た
ら
、
水
道
係

　
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

、

σ）まつのやま

あなたの110番は

2月18日から直接県警本部

通信指令室につながります

＼
警緊本部

．塵

新潟県警察本部

安塚警察署



ー
象
N
ー

まつのやま（8）

妻

獅毒縄

勲
海・

捻

1・正月の，

追っかけルポ

　
小
正
月
行
事
は
各
地
で
色
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
奇
祭
と
し

て
全
国
的
に
有
名
と
な
っ
た
松
之

山
温
泉
の
婿
投
げ
、
す
み
戯
り
祭

が
、
今
年
も
一
月
十
五
日
に
行
わ

れ
、
観
光
客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
、
沢

山
の
報
道
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
、
婿
投
げ
の
主
役
を
演
ぎ

た
の
は
、
野
本
旅
館
の
野
本
淳
一

さ
ん
・
敦
子
さ
ん
の
ご
夫
婦
。
本

当
は
何
年
か
前
に
結
婚
さ
れ
た
の

で
す
が
、
色
々
の
事
情
で
延
び
延

び
に
。

若い衆の肩にかつがれ出発

薬
師
堂
の
前
よ
り
ガ
ケ
下
へ

　
午
後
二
時
、
湯
本
の
若
い
衆
に

か
つ
が
れ
て
薬
師
堂
目
ざ
し
て
出

発
。
薬
師
堂
ま
で
一
気
に
登
っ
て

い
よ
い
よ
婿
投
げ
の
本
番
で
す
。

今
年
は
雪
が
少
な
く
、
投
げ
ら
れ

る
ガ
ケ
も
か
な
り
急
で
、
見
て
い

る
人
達
も
心
配
そ
う
で
し
た
。

　
そ
ん
な
心
配
を
よ
そ
に
、
い
ち

に
の
ぎ
ん
と
い
う
カ
ケ
声
と
と
も

に
、
空
中
高
く
投
げ
ら
れ
る
と
後

は
奥
さ
ん
や
沢
山
の
見
物
人
の
所

ま
で
ま
っ
逆
様
。
無
事
大
役
を
果

し
ま
し
た
。
で
も
、
と
っ
て
も
冷

ウ
」

F＞．で

．之i

l’

齢，

劃
鳳
璽

神主さんより無病息災を祈願してもらう温泉街を見下す高台に作られた大きなさいの神

松之山温泉

響謎、藻を

た
そ
う
で
し
た
し
、
心
配
そ
う
な

敦
子
さ
ん
の
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
場
所
を
薬
師
堂
脇
の

高
台
に
移
し
て
、
す
み
強
り
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
神
主
に
よ
る
お
祓
い
、
手
じ
め
、

宝
み
か
ん
拾
い
な
ど
が
に
ぎ
や
か

に
行
わ
れ
た
後
、
野
本
夫
婦
に
よ

っ
て
、
大
き
な
さ
い
の
神
に
火
が

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
　
一
時
は
火
の

勢
い
が
強
く
、
さ
い
の
神
に
近
ず

け
な
い
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

　
火
の
勢
い
が
弱
ま
っ
て
来
た
所

で
、
す
み
ぬ
り
祭
の
開
始
で
す
。

温
泉
組
合
長
の
号
令
と
と
も
に
さ

い
分
伸
に
駆
け
寄
り
、
灰
と
雪
を

滉
ぜ
て
作
っ
た
ず
み
を
手
に
「
オ

メ
デ
ト
ウ
」
と
言
い
な
が
ら
誰
か

れ
と
な
く
顔
に
塗
り
あ
い
、
一
年

問
の
無
病
息
災
を
祈
り
あ
い
ま
し

た
。
　
こ
の
奇
祭
を
ひ
と
目
見
よ
う
と
、

多
く
の
観
光
客
、
カ
メ
ラ
マ
ン
が

訪
れ
、
ま
た
、
何
局
か
の
テ
レ
ビ

取
材
が
あ
っ
た
り
で
、
年
々
盛
大

に
な
る
よ
う
で
す
。

さいの神に火が入れられ．、すみぬり祭の始まり

始まり！

色が黒くてゴメンナサイ！　　　　　　　燭

　駐在所のおまわりさん

　　　　　1「驚・ゑ

　　　　　　　　’鍵触

・駕　　護賦

瑠　誘
篭　　篭鴨．．勝

声嚇
、

暫
毒
、
滑

、四織静美しい顔があっという問にまっ黒。

　でもこれで一年問は大丈夫？

今年の主役

　野本淳一・敦子夫婦
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ち

4
浦
田
中
学
校
に
二
人
の
山
村
留
学
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留
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、
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生
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徒
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町
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者
を
喜
こ
ば
せ
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ま
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。
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郡
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と
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（
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の
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人
で
す
。
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の
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、
全
生
徒
と

山
村
留
学
受
入
促
進
協
会
の
人
達

が
出
席
し
て
対
面
式
が
行
わ
れ
、

佐
藤
校
長
先
生
と
生
徒
会
長
の
久

保
田
実
君
の
二
人
が
、
　
「
早
く
学

校
や
地
域
に
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れ
て
、
　
『
緒
に
勉

強
し
ま
し
ょ
う
ρ
と
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
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寒
さ
と
緊
張
の
中
で
の
対
面
式

で
し
た
が
、
早
く
友
達
を
沢
山
作

っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、
も
っ
と
多
く

の
山
村
留
学
生
が
来
て
ほ
し
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と

思
い
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す
。
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山
温
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場
四
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目
も
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が
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が
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、
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く
盛
大
の
よ
う
で
し
た
。
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績
は
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い
う
と
、
農
協
部
屋
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常
に
頑
張
り
両
横
綱
・
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大

関
・
殊
勲
賞
・
部
屋
優
勝
な
ど
を

独
占
し
ま
し
た
。
来
年
は
各
部
屋

の
頑
張
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を
期
待
し
た
い
も
の
で

す
。
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の
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紹
介
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まつのやま㈱

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

誤
ま
つ
た
使
い
方
が
事
故
を
呼
ぶ

▽
新
鮮
な
空
気
を

　
　
一
時
間
に
一
～
二
回

　
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
は
、
室
内
の

空
気
（
酸
素
）
を
利
用
し
て
燃
焼

し
、
同
じ
室
内
に
排
気
す
る
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
閉

め
き
っ
た
部
屋
の
中
で
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
を
長
時
間
使
い
続
け
る
と
、

酸
素
が
少
な
く
な
り
、
不
完
全
燃

焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
原

，
因
と
な
り
ま
す
。

　
一
酸
化
炭
素
中
毒
は
、
初
期
は

頭
痛
、
吐
き
気
を
伴
い
、
ひ
ど
く

な
る
と
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
一
時
間
に
一
～
二
回
の

換
気
は
必
ら
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
就
寝
・
外
出
の
と
き
は

　
消
火
の
確
認
を
も
う
一
度

，
ー
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
は
炎
が
目
に

見
え
な
い
た
め
に
、
つ
い
う
っ
か

り
消
し
忘
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
寝
る
と
き
、
で
か
け
る
と
き
に

は
、
消
火
を
確
か
め
る
習
慣
を
、

ぜ
ひ
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
月
一
～
二
回
は

　
　
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
を

　
燃
焼
に
必
要
な
空
気
の
取
り
入

れ
口
に
は
、
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
が

つ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
ご
み

や
ホ
コ
リ
が
付
い
て
目
詰
ま
り
す

る
と
、
空
気
が
十
分
に
送
り
込
ま

れ
な
く
な
っ
て
、
不
完
全
燃
焼
を

起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
最
低
一

カ
月
に
一
～
二
回
、
掃
除
機
な
ど

で
き
れ
い
に
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ト
ー
ブ
前
面
の
温
風
吹
出
口

の
掃
除
も
お
忘
れ
な
く
。

▽
燃
料
は
必
ら
ず

　
　
白
灯
油
を
使
う

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
は
白
灯

油
で
す
。
間
違
っ
て
も
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
入
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
．

　
正
し
い
取
扱
い
に
注
意
し
て
、

火
事
や
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

二
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
．
’
o

　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
▽

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
真
盛
り
。

　
あ
ち
こ
ち
の
ス
キ
ー
場
で
ア
ル

ペ
ン
・
ノ
ル
デ
ッ
ク
の
大
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
松
之
山
の

選
手
も
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国

体
に
出
場
で
き
る
選
手
が
生
ま
れ

ま
し
た
。

　
二
月
九
日
か
ら
十
三
日
に
か
け

て
、
岩
手
県
の
安
比
高
原
ス
キ
ー

場
で
開
催
さ
れ
る
、
全
国
高
校
ス

キ
ー
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
、

ノ
ル
デ
ッ
ク
十
五
㎞
の
部
で
小
林

要
太
君
（
湯
山
）
が
。
ま
た
、
同

リ
レ
ー
に
滝
沢
克
久
（
天
水
越
）
・

重
野
幸
夫
（
上
蝦
池
）
・
山
岸
直

道
（
新
山
）
・
小
林
要
太
君
の
四

人
が
出
場
し
ま
す
。

いい話一露争㌦ちょっと

飛んで来た風船

Part　II

　
一
月
号
の
中
で
紹
介
し
た
滋
賀

県
か
ら
飛
ん
で
来
た
風
船
の
、
第

二
談
で
す
．

　
先
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

新
山
の
山
岸
さ
ん
達
が
首
を
長
く

し
て
待
っ
て
い
た
子
供
達
の
手
紙

が
届
い
た
と
言
う
の
で
、
早
速
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ス
全
員
が
、
思
い
思
い
の

便
箋
を
使
っ
て
書
い
た
手
紙
に
は
、

風
船
が
こ
ん
な
遠
く
ま
で
飛
ん
で

来
た
事
の
驚
き
や
、
学
校
の
様

子
、
自
分
達
の
住
ん
で
い
る
町
の

事
な
ど
が
書
か
れ
て
あ
り
、
風
船

を
拾
っ
て
も
ら
い
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
と
い
う
様
子
が
伺
え
ま
し

た
。
　
こ
の
子
供
達
の
住
ん
で
い
る
町

　
（
竜
王
町
）
は
、
人
口
が
一
万
人

ほ
ど
で
、
小
学
校
・
中
学
校
は
町

で
一
校
づ
つ
だ
そ
う
で
す
。
で
も
、

小
学
生
の
児
童
数
は
、
千
五
十
人

も
い
る
マ
ン
モ
ス
校
で
、
六
年
生

は
四
ク
ラ
ス
あ
る
そ
う
で
す
よ
。

　
拾
っ
た
風
船
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
交
流
、
も
っ
と
も
っ
と
広
が
る

『
と
い
い
で
す
ね
。

　
を
れ
で
は
、
山
岸
さ
ん
が
拾
っ
．

た
風
船
の
持
ち
主
、
谷
君
の
手
紙

を
紹
介
し
ま
す
．

山
宍
へ
瓦
手
郵
乞
う
毛
欲
ソ
が
と
’
ユ
、
さ
い

虻
難
渥
隈
貯
癖
喉
参
つ
裏
號

謁
環
讐
プ
怠
で
奮
で
欝
ぎ
猷
后

覧
裟
．鍵
麟
闇

鑛
難
灘
懸
灘
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禦
』
．

4
し

隙灘齪 訓

附
、
醐
蝋
其

　
　
　
　
　
　
、

風船の持主谷君からの手紙です

で
」ヨ
毎
一
頽
㌧

谷
■
遍
口
一
U
U
日

さあ次は全国大会だ！

スキハ
インターハイo…4人が出場
．冬期国体に1人

　
ま
た
、
二
月
十
九
日
か
ら
二
十

二
日
に
か
け
て
長
野
県
白
馬
の
岩

岳
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
る
、
第

四
十
六
回
冬
期
国
体
の
成
年
男
子

一
部
大
回
転
に
、
柳
一
成
君
（
湯

本
）
が
昨
年
に
引
き
続
き
出
場
し

ま
す
．

　
体
調
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
注
意

し
て
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
来
て

下
さ
い
．

　
　
　
　
α

戸籍の窓
おめでた（脚生

けいいち

慶一ちゃん　佐藤克未さんの長男（曽　根
はつみ
初美ちゃん　渡辺新一さんの長女（東　山

お《寧み（死亡

佐藤竹松さん　　84歳（天水越
高橋彦十郎さん　83歳（天水島

高橋幸作さん　　62歳（天水島

布施源一郎さん　72歳（黒　倉

※12月26日から1月25日までの届け出分です

、
4

鼻

⑬まつのやま

さめ亭旗君
　　　　　　　 えフ　ゆ才す　 爪

Cノ

　（．

o
　 　／
防
〉　　／　（／／’

）

農
・！　”壷ン
臆二．一勲コ

～

欝

．
’
　
　
キ

　
こ
の
人
は
誰
で
し
ょ
う
？

そ
う
、
そ
う
で
す
。
ど
こ
か
で
見

た
事
あ
る
で
し
ょ
う
。
荒
勢
で
す

よ
！
昔
相
撲
と
っ
て
た
。
小
正
月

に
テ
レ
ビ
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
来

た
ん
で
す
よ
。
誰
で
す
か
「
ヤ
ク

ザ
み
た
い
」
な
ん
て
言
っ
て
る
の

は
！
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が
届
い
た
と
言
う
の
で
、
早
速
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ス
全
員
が
、
思
い
思
い
の

便
箋
を
使
っ
て
書
い
た
手
紙
に
は
、

風
船
が
こ
ん
な
遠
く
ま
で
飛
ん
で

来
た
事
の
驚
き
や
、
学
校
の
様

子
、
自
分
達
の
住
ん
で
い
る
町
の

事
な
ど
が
書
か
れ
て
あ
り
、
風
船

を
拾
っ
て
も
ら
い
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
と
い
う
様
子
が
伺
え
ま
し

た
。
　
こ
の
子
供
達
の
住
ん
で
い
る
町

　
（
竜
王
町
）
は
、
人
口
が
一
万
人

ほ
ど
で
、
小
学
校
・
中
学
校
は
町

で
一
校
づ
つ
だ
そ
う
で
す
。
で
も
、

小
学
生
の
児
童
数
は
、
千
五
十
人

も
い
る
マ
ン
モ
ス
校
で
、
六
年
生

は
四
ク
ラ
ス
あ
る
そ
う
で
す
よ
。

　
拾
っ
た
風
船
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
交
流
、
も
っ
と
も
っ
と
広
が
る

『
と
い
い
で
す
ね
。

　
を
れ
で
は
、
山
岸
さ
ん
が
拾
っ
．

た
風
船
の
持
ち
主
、
谷
君
の
手
紙

を
紹
介
し
ま
す
．

山
宍
へ
瓦
手
郵
乞
う
毛
欲
ソ
が
と
’
ユ
、
さ
い

虻
難
渥
隈
貯
癖
喉
参
つ
裏
號

謁
環
讐
プ
怠
で
奮
で
欝
ぎ
猷
后

覧
裟
．鍵
麟
闇

鑛
難
灘
懸
灘
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禦
』
．

4
し

隙灘齪 訓

附
、
醐
蝋
其

　
　
　
　
　
　
、

風船の持主谷君からの手紙です

で
」ヨ
毎
一
頽
㌧

谷
■
遍
口
一
U
U
日

さあ次は全国大会だ！

スキハ
インターハイo…4人が出場
．冬期国体に1人

　
ま
た
、
二
月
十
九
日
か
ら
二
十

二
日
に
か
け
て
長
野
県
白
馬
の
岩

岳
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
る
、
第

四
十
六
回
冬
期
国
体
の
成
年
男
子

一
部
大
回
転
に
、
柳
一
成
君
（
湯

本
）
が
昨
年
に
引
き
続
き
出
場
し

ま
す
．

　
体
調
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
注
意

し
て
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
来
て

下
さ
い
．

　
　
　
　
α

戸籍の窓
おめでた（脚生

けいいち

慶一ちゃん　佐藤克未さんの長男（曽　根
はつみ
初美ちゃん　渡辺新一さんの長女（東　山

お《寧み（死亡

佐藤竹松さん　　84歳（天水越
高橋彦十郎さん　83歳（天水島

高橋幸作さん　　62歳（天水島

布施源一郎さん　72歳（黒　倉

※12月26日から1月25日までの届け出分です

、
4

鼻

⑬まつのやま

さめ亭旗君
　　　　　　　 えフ　ゆ才す　 爪

Cノ

　（．

o
　 　／
防
〉　　／　（／／’

）

農
・！　”壷ン
臆二．一勲コ

～

欝

．
’
　
　
キ

　
こ
の
人
は
誰
で
し
ょ
う
？

そ
う
、
そ
う
で
す
。
ど
こ
か
で
見

た
事
あ
る
で
し
ょ
う
。
荒
勢
で
す

よ
！
昔
相
撲
と
っ
て
た
。
小
正
月

に
テ
レ
ビ
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
来

た
ん
で
す
よ
。
誰
で
す
か
「
ヤ
ク

ザ
み
た
い
」
な
ん
て
言
っ
て
る
の

は
！
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消防署から

まつのやま㈲

年中組（4歳）

友達とゆきだるまを作ったところおのづかちえさん

稼

、が冨議．

トラックを書きました

犠驚タ
癖
ご
～
診
ダ
観
ぎ
、

“
ぎ
む
凄
夢
薮
葬
㌧
，

納響心
、
〈
鑑
　
　
M

　
’
、
褻
　
．
秘

　
　
　
　
　
』
養
㌦
　
　
萱
　
ミ

　
哩
　
ド
　
蟻
灘
　
毒

さとうとしあきくん

雪女が雪を降らせているところむらやまようこさん

119の日
が制定されました

消防署では今年から1月19日と

11月9日を「119の日」と定めまし

た。　，

　これは、今まで火事などが起きた

とき、間違って110番される方が多

くありましたが、今年から110番が

警察本部へ入り集中管理されること

になりましたので、それだけ通報の

おくれが心配されます。

　そこで、早く皆さんに「火事と救

急」は119と理解していただき、早

期通報にご協力をお願いしたいと定

めたものです。

　おだやかな冬の日が続いています

が、火事を出さないようこれからも

火の用心を、お願い致します。

　　　　　　　松之山分遣所
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務
民
生
委
員
会

U
ま
で
）

山
ス
キ
ー
競
技
会

U
ま
で
）

叩
告
納
税
相
議
（
2
0

て
）ー

バ
ッ
チ
テ
ス
ト

H
ま
で
）

設
委
員
会

員
会
総
会

業
経
済
ぺ
久
H
只
会

げ
・
す
み
ぬ
り
祭

豪
牽
，
塾
（
1
8
日
ま
で
）

推
進
協
議
会

委
員
会

運
営
協
議
会

！
バ
ッ
チ
テ
ス
ト

日
ま
で
）

化
祉
会
を
考
え
る
懇

　
元
H
の
朝
を
心
引
き
締
ま
る
思

い
で
迎
え
た
ば
か
り
な
の
に
、
あ

っ
と
い
う
間
に
一
カ
月
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
年
頭
に
誓
っ
た
事
の
半
分
も
出

来
な
い
で
い
る
自
分
に
深
く
反
省
。

や
っ
ば
り
ダ
メ
な
も
の
で
す
ね
。

　
浦
田
地
区
の
人
達
が
総
ぐ
る
み

で
取
り
組
ん
だ
豪
雨
，
塾
。
初
め
て

の
手
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、

大
成
功
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
山
菜
塾
．
・
夏
の
か

ま
く
ら
塾
等
、
第
二
・
第
三
弾
の

企
両
が
あ
る
よ
う
で
す
。
頑
張
っ

て
．
ト
さ
い
．

　
ス
ゲ
ボ
ウ
シ
姿
の
お
じ
い
さ
ん
、

見
る
雅
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
ね
．

中き
山ご
村と
留
学
生
人

校

こ
よ
み

小
谷
の
若
井
新
作
さ
ん

ー
o
o
P
N
ー


